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JA道東あさひ 営農センター 小島 友喜
日時：平成26年1月31日(金)

15:20～16:00
場所：第二水産ビル8階大会議室
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草地のおよそ半分が雑草！
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①草地植生改善５ヵ年計画（H23年～）

栄養価や嗜好性に優れ、
牛が喜んで食べてくれる土・草づくり

基本方針：当地域の課題となっている、草地植生の悪化の問題
に関し、自給飼料の栄養価を高めるため、草地の植生改善等自給
飼料基盤強化に向け、今年度から５ヵ年計画で重点的に取り組む

究極の目標は、植生改善による自給飼料栄養価アッ
プによる生乳の増産、農業所得の向上

究極の目標

この他にも、乳質改善、乾乳期管理の改善に取り組
み、平均農業所得額を1,800万円にする目標

②具体的なスケジュール・行程表の作成

担当部門・部署毎に５年間、年間、各月のスケジュール・役割・目標を具体的
に作成し、（微調整を加えながら）プロジェクトが円滑に実施できるようチェック

役割

構成

５年
計画

前年実績と

各年度毎目標
単年計画

各月毎計画
（4～翌3月）

事業全体
更新事業 更新 5千ha

1000ha/年
(H23年896ha) 目標達成の

ための計画

各月作業

計画概要
活性化事業 活性化 5万ha 10000ha/年

統括 ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ会議 P事業の骨格、機械導入、料金、課題整理を検討

企画 営農センター
事業骨格の起案、課題分析、実施体制構築、ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ﾙ、合宿研
修、ｽｷﾙﾁｪｯｸ、圃場検討会等を計画的に企画

相

談

対

応

上春別支所

西春別支所

別海支所

根室支所

各支所
構成

員・と対
応内容

各支所毎に実績と

５ヵ年、各年度、単年度の目標・計画

担当職員会議
合宿研修

圃場マップ作成

相談対応他

作

業

営農センター 限られた機械・人で目標を達成するべく計画を策定

公社・コントラ 地域の植生改善のため協力

ｱﾄ゙ﾊ゙ｲｽ 関係機関 事業の推進・目標達成のため、専門的な相談・情報提供を依頼

行程表のイメージ
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④目標達成方策(Ｈ２５計画)プロジェクト体制

担当部門・部署 役割 ・構成

草地植生改善

プロジェクト会議

植生改善プロジェクトを統括・意思決定

・ＪＡ役職員【役員6名、営農ｾﾝﾀー長、営農・購買部長、植生改善
担当職員】と関係機関【根釧農業試験場、根室農業改良普及セン
ター、ホクレン、雪印種苗㈱、（財）北海道農業公社等】で構成

・関係機関には植生改善に係る専門的相談・情報提供等を依頼

（草地更新・活性化後の検証作業、植生改善の経営改善効果）

営農センター
（8名）

プロジェクト事務局

①企画・相談・支所支援班、②作業班に役割分担予定

各支所植生改善

担当職員（25名）

主たる相談対応（資材・営農担当で構成［各支所3～7名］）

H25年より、酪農協議会など各支所・地域単位での研修会

開催、作業機械の共同購入・共同利用の支援、地域の優
良農家・技術を抽出・把握した上、普及活動の実施

コントラ・農業公社 完全更新、表層撹拌更新の一部を委託
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植生改善用のJA保有機械一覧

牧草収穫後 草丈30㎝程

耕起前除草処理

石灰質資材散布

心土破砕（サブソイラー）

表層撹拌（ｱｯﾊ゚ ﾛーー ﾀー）約1回 鎮圧①（ｹﾝﾌ゙ﾘｯｼ゙ﾛー ﾗー）

施肥・播種（ﾌ゙ﾛｷｬｽ）

鎮圧②仕上げ（ｹﾝﾌ゙ﾘｯｼ゙ﾛー ﾗー）

表層撹拌（+心土破砕+除草2回）夏耕起作業の作業工程例

10-14日間程

播種前除草処理

30-60日間程

0-10日以内

5haで30-45分程

５㎞/ｈ、約1時間/ha

1.5-2.5㎞/ｈ、2-2.5時間/ha

約５㎞/ｈ、かぶせ掛け

約５㎞/ｈ、かぶせ掛け

⑤JA全体の更新面積の推移（平成23～25年度）

ࡇ࠰
୼ૼ᩿ᆢ
ᲢhaᲣ

JAʙಅ
ᲢhaᲣ

ᙀяʙಅ˂
ᲢhaᲣ

JA୼ૼྙ

H23 2841.7 896.4 1945.3 5.8%

H24 2375.8 853.5 1522.3 4.8%

H25 2211.7 570.9 1618.8 4.5%

平成24年度 ＪＡ草地植生改善事業 取組実績

草地更新面積

草地面積 49,300ha

表層撹拌 278.3ha

穿孔 5.1ha

作溝 8.8ha

完全(プラウ耕） 161.0ha

種子対応 400.3ha

JA事業更新計 853.5ha
目標面積 1,000ha

JA事業更新率 1.7％

総更新面積 2,375.8ha

全体更新率 4.8%

草地活性化面積等（除く施肥改善）

心土破砕 542.2ha
エアレーション 123.0ha

小計 665.2ha
目標面積 5,000ha

穿孔 7.8ha

作溝 93.7ha

小計 101.5ha
目標面積 500ha

JA事業草地活性化計 766.7ha
その他

機械貸出 146.0ha
JA受託 1,044.5ha

計 1,190.5ha



草地の植生改善に寄与する取り組みに対し、一定
割合で助成し、農家負担軽減を図ることを目的とする

•予算8,000万円

•事業費の3分の2を助成

•草地植生改善助成事業メニュー

・石灰質資材の散布

・リン酸資材の散布

・追播（2番草後、フロストシーディング等）の実施

・心土破砕、エアレーションの実施

・各種分析費用への助成

・既存草地の雑草防除対策、基幹草種維持対策への助成

⑥草地の維持管理強化に向けて

【草地植生改善助成事業（平成25年度事業）】

平成25年度 ＪＡ草地植生改善事業 取組実績

草地更新面積

草地面積 49,300ha

表層撹拌 269.8ha

穿孔 6.5ha

作溝 －

完全(プラウ耕） 63.0ha

種子対応 231.6ha

JA事業更新計 570.9ha
目標面積 1,000ha

JA事業更新率 1.2％

総更新面積 2,211.7ha

全体更新率 4.5%

草地活性化面積等（除く施肥改善）

心土破砕 518.0ha
エアレーション 145.5ha

小計 663.5ha
目標面積 5,000ha
穿孔 18.0ha
作溝 285.2ha
小計 303.2ha

目標面積 500ha
石灰質資材散布 7,372.5ha

リン酸散布 484.1ha
小計 7,856.6ha

目標面積 4,500.0ha
JA事業草地活性化計 8,823.3ha

その他

機械貸出 64.3ha
JA受託 1,472.9ha

計 1,537.2ha
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（1）生産者への理解促進をどう図るか
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（2）JA内部での実施体制の整備（案）
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（2）JA内部での実施体制の整備（案）

必要な
自給飼料生産
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（3）関係機関との協力・連携（案）
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効果的な草地更新に
とって、

①雑草防除と ②排水
性の改善が重要
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（4）モデル的な取り組みを継続
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（4）モデル的な取り組みを継続
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（5）地域への情報提供

（6）土・草の改善効果を経営改善に波及させる
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ȷᒬƷોծјௐǛםȷᒬƮƘǓǛᙸႺƠŴם
ኺփોծƴඬӏƞƤǔӕǓኵǈ

Ჷឱ᏿ƷࢍƍኺփƷᄩᇌƴӼƚƯ

ȷᒬƮƘǓǛᙸႺƢם⇒᝻เƷஊј෇ဇ؏ע

ᒬ׹עᣚᠾ࠘עƷȡȪȃȈǛஇٻᨂƴဃƔƢ

以上でおしまいです。

ご清聴ありがとうございました。


